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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年10月28日(2010.10.28)

【公開番号】特開2009-91499(P2009-91499A)
【公開日】平成21年4月30日(2009.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2009-017
【出願番号】特願2007-265253(P2007-265253)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   3/12     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 171/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   3/12    ＣＥＰＡ
   Ｃ０８Ｊ   3/12    ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ   3/12    ＣＥＺ　
   Ｂ３２Ｂ  27/00    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｄ 171/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 133/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月27日(2010.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の式により求められる膨潤度が８０～１００％の吸水性樹脂のゲルを粉砕すること
により得られる、中位粒子径が０．０１～５μｍの吸水性樹脂の微細ゲル粒子。
【数１】

（式中、吸水能（ｇ／ｇ）は、前記吸水性樹脂のイオン交換水に対する吸水能である。）
【請求項２】
　前記吸水性樹脂の吸水能が１～１５００ｇ／ｇである、請求項１に記載の吸水性樹脂の
微細ゲル粒子。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の吸水性樹脂の微細ゲル粒子をコーティングしてなるコーティ
ング膜。
【請求項４】
　基材上に、請求項１または２に記載の吸水性樹脂の微細ゲル粒子がコーティングされて
いることを特徴とする積層体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００９】
　すなわち本発明は、下記の式により求められる膨潤度が８０～１００％の吸水性樹脂の
ゲルを粉砕することにより得られる、中位粒子径が０．０１～５μｍの吸水性樹脂の微細
ゲル粒子、ならびにそれにより得られるコーティング膜および積層体に関する。式中、吸
水能（ｇ／ｇ）は、吸水性樹脂のイオン交換水に対する吸水能である。吸水性樹脂の吸水
能は、１～１５００ｇ／ｇが好ましい。
【数１】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明において、膨潤度とは、吸水性樹脂のゲルに含まれる吸水性樹脂単位質量あたり
の水（ｇ／ｇ）の、後述の測定方法により求められた吸水性樹脂のイオン交換水に対する
吸水能（ｇ／ｇ）に対する割合を意味する。詳しくは、次式により求められる。
【数２】
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